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(57)【要約】
【課題】４種類以上の色成分光を利用する場合であって
も、ホワイトバランスを容易に維持することを可能とす
る投写型映像表示装置及び照明装置を提供する。
【解決手段】投写型映像表示装置１００は、白色の色成
分光を発する白色光源１０Ａと、赤成分光Ｒと緑成分光
Ｇと青成分光Ｂ１と黄成分光Ｙｅとに、白色光源１０Ａ
が発する色成分光を分離する色分離手段と、黄成分光Ｙ
ｅの補色光である青成分光Ｂ２を発する固体光源１０Ｂ
と、色分離手段によって分離された色成分光と固体光源
１０Ｂが発する青成分光Ｂ２とを合成する色合成手段と
を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　白色の色成分光を発する第１光源と、
　赤の色成分光と緑の色成分光と青の色成分光と第４色の色成分光とに、前記第１光源が
発する色成分光を分離する色分離手段と、
　前記第４色に対する補色の色成分光を発する第２光源と、
　前記色分離手段によって分離された色成分光と、前記第２光源が発する色成分光とを合
成する色合成手段とを備えることを特徴とする投写型映像表示装置。
【請求項２】
　前記色合成手段は、
　前記赤の色成分光と前記緑の色成分光と前記青の色成分光とを合成する第１合成素子と
、
　前記第４色の色成分光と前記補色の色成分光とを合成する第２合成素子とを含むことを
特徴とする請求項１に記載の投写型映像表示装置。
【請求項３】
　前記赤の色成分光を変調する赤色変調素子と、
　前記緑の色成分光を変調する緑色変調素子と、
　前記青の色成分光を変調する青色変調素子と、
　前記第２合成素子によって合成された色成分光を変調する合成色変調素子とをさらに備
えることを特徴とする請求項２に記載の投写型映像表示装置。
【請求項４】
　前記第２合成素子によって合成された色成分光を投写する第１投写レンズユニットと、
　前記第１合成素子によって合成された色成分光を投写する第２投写レンズユニットとを
さらに備えることを特徴とする請求項２に記載の投写型映像表示装置。
【請求項５】
　色成分光の偏光方向を一の偏光方向又は他の偏光方向に選択的に調整する偏光方向調整
手段と、
　前記色合成手段によって合成された色成分光を投写する単数の投写レンズユニットとを
さらに備え、
　前記色合成手段は、前記一の偏光方向を有する色成分光を透過するとともに、前記他の
偏光方向を有する色成分光を反射する合成面を有する色合成素子を含み、
　前記偏光方向調整手段は、前記合成面を透過すべき色成分光を前記一の偏光方向に調整
し、前記合成面で反射すべき色成分光を前記他の偏光方向に調整することを特徴とする請
求項１に記載の投写型映像表示装置。
【請求項６】
　前記第１光源は、水銀を含む光源であり、
　前記第４色の色成分光は、黄の色成分光であり、
　前記第２光源は、青の色成分光を発することを特徴とする請求項１に記載の投写型映像
表示装置。
【請求項７】
　白色の色成分光を発する第１光源と、
　赤の色成分光と緑の色成分光と青の色成分光と第４色の色成分光とに、前記第１光源が
発する色成分光を分離する色分離手段と、
　前記第４色に対する補色の色成分光を発する第２光源と、
　前記色分離手段によって分離された色成分光と、前記第２光源が発する色成分光とを合
成する色合成手段とを備えることを特徴とする照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、４種類以上の色成分光を利用する投写型映像表示装置及び照明装置に関する
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。
【背景技術】
【０００２】
　従来、３種類の色成分光に対応する３つの光変調素子と、３つの光変調素子から出射さ
れる色成分光を合成するクロスダイクロイックキューブと、クロスダイクロイックキュー
ブで合成された色成分光を投写する投写レンズとを有する投写型映像表示装置が知られて
いる。
【０００３】
　ここで、ＵＨＰランプなどの白色光源を有する投写型映像表示装置では、白色光源が発
する色成分光は、ダイクロイックミラーなどによって、赤色成分光、緑色成分光及び青色
成分光に分離される。しかしながら、このような投写型映像表示装置では、赤色成分光、
緑色成分光及び青色成分光以外の色成分光（例えば、黄色成分光）が有効に利用されない
。
【０００４】
　これに対して、色再現性や輝度の向上を目的として、４種類以上の色成分光を利用する
投写型映像表示装置が提案されている。例えば、投写型映像表示装置は、赤、緑及び青の
３種類に加えて、オレンジ、黄又はシアンを利用することによって、色再現性や輝度の向
上を図っている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開２００２－２８７２４７号公報（請求項１、請求項４、図１など）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、４種類以上の色成分光を利用する投写型映像表示装置では、黄色成分光などの
第４色成分光の影響で、赤色成分光、緑色成分光及び青色成分光によって実現されていた
ホワイトバランスが崩れて、４種類の色成分光で実現されるホワイトバランスが崩れる。
【０００６】
　一方で、各色成分光に対応する光変調素子の変調量を調整することによって、ホワイト
バランスを維持することも考えられるが、変調量の制御が煩雑になってしまう。
【０００７】
　そこで、本発明は、上述した課題を解決するためになされたものであり、４種類以上の
色成分光を利用する場合であっても、ホワイトバランスを容易に維持することを可能とす
る投写型映像表示装置及び照明装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一の特徴では、投写型映像表示装置は、白色の色成分光を発する第１光源（白
色光源１０Ａ）と、赤の色成分光と緑の色成分光と青の色成分光と第４色の色成分光とに
、前記第１光源が発する色成分光を分離する色分離手段（例えば、ダイクロイックミラー
６１～ダイクロイックミラー６３）と、前記第４色に対する補色の色成分光を発する第２
光源（固体光源１０Ｂ）と、前記色分離手段によって分離された色成分光と、前記第２光
源が発する色成分光とを合成する色合成手段（例えば、クロスダイクロイックキューブ２
０Ａ、ＰＢＳキューブ２０Ｂ及びダイクロイックミラー４０）とを備える。
【０００９】
　かかる特徴によれば、第１光源が発する色成分光は、赤の色成分光と緑の色成分光と青
の色成分光と第４色の色成分光とに分離される。また、第４色に対する補色の色成分光を
発する第２光源が設けられている。これに加えて、色合成手段は、色分離手段によって分
離された色成分光と第２光源が発する色成分光とを合成する。
【００１０】
　従って、輝度向上などのために第４色の色成分光を利用する場合であっても、第４色の
色成分光によってホワイトバランスが崩れてしまうことを抑制することができる。また、
各色成分光を変調する光変調素子の変調量を調整する必要もないため、ホワイトバランス
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を容易に維持することが可能である。
【００１１】
　本発明の一の特徴では、上述した特徴において、前記色合成手段は、前記赤の色成分光
と前記緑の色成分光と前記青の色成分光とを合成する第１合成素子（例えば、クロスダイ
クロイックキューブ２０Ａ）と、前記第４色の色成分光と前記補色の色成分光とを合成す
る第２合成素子（例えば、ダイクロイックミラー４０）とを含む。
【００１２】
　本発明の一の特徴では、上述した特徴において、投写型映像表示装置は、前記赤の色成
分光を変調する赤色変調素子と、前記緑の色成分光を変調する緑色変調素子と、前記青の
色成分光を変調する青色変調素子と、前記第２合成素子によって合成された色成分光を変
調する合成色変調素子とをさらに備える。
【００１３】
　本発明の一の特徴では、上述した特徴において、投写型映像表示装置は、前記第２合成
素子によって合成された色成分光を投写する第１投写レンズユニットと、前記第１合成素
子によって合成された色成分光を投写する第２投写レンズユニットとをさらに備える。
【００１４】
　本発明の一の特徴では、上述した特徴において、投写型映像表示装置は、色成分光の偏
光方向を一の偏光方向又は他の偏光方向に選択的に調整する偏光方向調整手段（偏光方向
調整手段２８）と、前記色合成手段によって合成された色成分光を投写する単数の投写レ
ンズユニットとをさらに備え、前記色合成手段は、前記一の偏光方向を有する色成分光を
透過するとともに、前記他の偏光方向を有する色成分光を反射する合成面を有する色合成
素子（例えば、ＰＢＳキューブ２０Ｂ）を含み、前記偏光方向調整手段は、前記合成面を
透過すべき色成分光を前記一の偏光方向に調整し、前記合成面を反射すべき色成分光を前
記他の偏光方向に調整する。
【００１５】
　本発明の一の特徴では、上述した特徴において、前記第１光源は、水銀を含む光源であ
り、前記第４色の色成分光は、黄の色成分光であり、前記第２光源は、青の色成分光を発
する。
【００１６】
　本発明の一の特徴では、照明装置は、白色の色成分光を発する第１光源と、赤の色成分
光と緑の色成分光と青の色成分光と第４色の色成分光とに、前記第１光源が発する色成分
光を分離する色分離手段と、前記第４色に対する補色の色成分光を発する第２光源と、前
記色分離手段によって分離された色成分光と、前記第２光源が発する色成分光とを合成す
る色合成手段とを備える。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、４種類以上の色成分光を利用する場合であっても、ホワイトバランス
を容易に維持することを可能とする投写型映像表示装置及び照明装置を提供することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下において、本発明の実施形態に係る投写型映像表示装置について、図面を参照しな
がら説明する。なお、以下の図面の記載において、同一又は類似の部分には、同一又は類
似の符号を付している。
【００１９】
　ただし、図面は模式的なものであり、各寸法の比率などは現実のものとは異なることに
留意すべきである。従って、具体的な寸法などは以下の説明を参酌して判断すべきである
。また、図面相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれていること
は勿論である。
【００２０】
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［第１実施形態］
（投写型映像表示装置の概略）
　以下において、第１実施形態に係る投写型映像表示装置の概略について、図面を参照し
ながら説明する。図１は、第１実施形態に係る投写型映像表示装置１００の概略を示す図
である。
【００２１】
　図１に示すように、投写型映像表示装置１００は、投写レンズユニット１１０を有して
おり、投写レンズユニット１１０によって拡大された映像光をスクリーン２００上に投写
する。投写型映像表示装置１００は、後述するように、赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ及び青成
分光Ｂ（以下、青成分光Ｂ１）に加えて、黄成分光Ｙｅを利用する。また、投写型映像表
示装置１００は、黄成分光Ｙｅの補色光である青成分光Ｂ（以下、青成分光Ｂ２）を利用
する。
【００２２】
（色再現範囲の概略）
　以下において、第１実施形態に係る色再現範囲の概略について、図面を参照しながら説
明する。図２は、第１実施形態に係る色再現範囲の概略を示す図である。
【００２３】
　図２に示すように、投写型映像表示装置１００では、赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ、青成分
光Ｂ及び黄成分光Ｙｅによって色再現範囲が定められる。
【００２４】
　ここで、投写型映像表示装置１００では、白色光源（後述する白色光源１０Ａ）が発す
る光が、赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ、青成分光Ｂ１及び黄成分光Ｙｅに分離される。また、
投写型映像表示装置１００は、赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ及び青成分光Ｂ１によって白色（
Ｗ；ホワイトポイント）が再現されるように構成されている。
【００２５】
　従って、輝度向上を図るために黄成分光Ｙｅが利用される場合において、赤成分光Ｒ、
緑成分光Ｇ、青成分光Ｂ１及び黄成分光Ｙｅによって白色（Ｗ；ホワイトポイント）を再
現しようとすると、黄成分光Ｙｅの影響によって再現色が白色（Ｗ；ホワイトポイント）
からずれて、色温度が低くなってしまう。
【００２６】
　第１実施形態では、このような前提を踏まえて、赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ、青成分光Ｂ

１及び黄成分光Ｙｅに加えて、黄成分光Ｙｅの補色光である青成分光Ｂ２が用いられる。
【００２７】
（照明装置の構成）
　以下において、第１実施形態に係る照明装置の概略構成について、図面を参照しながら
説明する。図３は、第１実施形態に係る照明装置３００の概略構成を示す図である。
【００２８】
　図３では、白色光源１０Ａが発する光を均質化するフライアイレンズ、白色光源１０Ａ
が発する光の偏光方向を揃えるＰＢＳ（Ｐｏｌａｒｉｚｅｄ　Ｂｅａｍ　Ｓｐｌｉｔｔｅ
ｒ）などが省略されていることに留意すべきである。また、照明装置３００は、上述した
投写レンズユニット１１０を構成として含まないことに留意すべきである。
【００２９】
　図３に示すように、照明装置３００は、白色光源１０Ａと、固体光源１０Ｂと、クロス
ダイクロイックキューブ２０Ａと、ＰＢＳキューブ２０Ｂと、複数の液晶パネル３０（液
晶パネル３０Ｒ、液晶パネル３０Ｇ、液晶パネル３０Ｂ及び液晶パネル３０Ｘ）と、ダイ
クロイックミラー４０とを有する。
【００３０】
　白色光源１０Ａは、白色光を発するＵＨＰランプなどである。すなわち、白色光源１０
Ａが発する光は、赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ、青成分光Ｂ１及び黄成分光Ｙｅを少なくとも
含む。
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【００３１】
　固体光源１０Ｂは、黄成分光Ｙｅの補色光である青成分光Ｂ２を発するＬＥＤやレーザ
素子などである。
【００３２】
　クロスダイクロイックキューブ２０Ａは、ダイクロイック面２１Ａ及びダイクロイック
面２２Ａによって、赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ及び青成分光Ｂ１を合成する。
【００３３】
　第１実施形態では、ダイクロイック面２１Ａは、赤成分光Ｒを反射して、緑成分光Ｇ及
び青成分光Ｂ１を透過する。一方で、ダイクロイック面２２Ａは、青成分光Ｂ１を反射し
て、赤成分光Ｒ及び緑成分光Ｇを透過する。また、クロスダイクロイックキューブ２０Ａ
に入射する赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ及び青成分光Ｂ１の偏光方向は、それぞれ、Ｓ偏光、
Ｐ偏光及びＳ偏光に調整されている。従って、クロスダイクロイックキューブ２０Ａから
出射する赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ及び青成分光Ｂ１は、それぞれ、Ｓ偏光、Ｐ偏光及びＳ
偏光である。
【００３４】
　ＰＢＳキューブ２０Ｂは、ＰＢＳ面２１Ｂによって、クロスダイクロイックキューブ２
０Ａから出射された合成光と、後述するダイクロイックミラー４０から出射された合成光
とを合成する。
【００３５】
　第１実施形態では、ＰＢＳ面２１Ｂは、Ｓ偏光の色成分光を反射して、Ｐ偏光の色成分
光を透過する。
【００３６】
　ここで、クロスダイクロイックキューブ２０Ａから出射された合成光及びダイクロイッ
クミラー４０で合成された合成光は、同色の色成分光（青成分光Ｂ１及び青成分光Ｂ２）
を含むため、ダイクロイックキューブよりもＰＢＳキューブ２０Ｂを用いることが好まし
い。
【００３７】
　これに伴って、偏光方向調整手段２８（位相差板又は狭帯域位相差板）は、クロスダイ
クロイックキューブ２０Ａから出射された合成光（赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ及び青成分光
Ｂ１）の偏光方向を選択的にＰ偏光に調整する。具体的には、上述したように、クロスダ
イクロイックキューブ２０Ａから出射する赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ及び青成分光Ｂ１がＳ
偏光、Ｐ偏光及びＳ偏光である場合には、偏光方向調整手段２８は、緑成分光Ｇの偏光方
向を回転させずに、赤成分光Ｒ及び青成分光Ｂ１の偏光方向を９０°回転させる狭帯域位
相差板である。
【００３８】
　一方で、ダイクロイックミラー４０で合成された合成光（黄成分光Ｙｅ及び青成分光Ｂ

２）の偏光方向は、偏光方向を選択的に調整する偏光方向調整手段（位相差板又は狭帯域
位相差板）などによってＳ偏光に調整されている。なお、黄成分光Ｙｅ及び青成分光Ｂ２

の偏光方向が予めＳ偏光に調整されている場合には、偏光方向調整手段が不要であること
は勿論である。
【００３９】
　液晶パネル３０Ｒは、赤成分光Ｒを変調する。同様に、液晶パネル３０Ｇは緑成分光Ｇ
を変調し、液晶パネル３０Ｂは青成分光Ｂを変調する。また、液晶パネル３０Ｘは、ダイ
クロイックミラー４０で合成された合成光（黄成分光Ｙｅ及び青成分光Ｂ２）を変調する
。
【００４０】
　ダイクロイックミラー４０は、黄成分光Ｙｅ及び青成分光Ｂ２を合成する。第１実施形
態では、ダイクロイックミラー４０は、黄成分光Ｙｅを反射して、青成分光Ｂ２を透過す
る。
【００４１】



(7) JP 2008-185992 A 2008.8.14

10

20

30

40

50

　また、照明装置３００は、複数のレンズ５０（レンズ５０Ｒ、レンズ５０Ｇ、レンズ５
０Ｂ及びレンズ５０Ｘ）と、複数のダイクロイックミラー（ダイクロイックミラー６１、
ダイクロイックミラー６２及びダイクロイックミラー６３）と、複数の反射ミラー（反射
ミラー７１、反射ミラー７２及び反射ミラー７３）と、導光部材８１とを有する。
【００４２】
　レンズ５０Ｒは、液晶パネル３０Ｒから出射された光が投写レンズユニット１１０に照
射されるように、赤成分光Ｒを集光するレンズである。同様に、レンズ５０Ｇ及びレンズ
５０Ｂは、液晶パネル３０Ｇ及び液晶パネル３０Ｂから出射された光が投写レンズユニッ
ト１１０に照射されるように、緑成分光Ｇ及び青成分光Ｂ１を集光するレンズである。さ
らに、レンズ５０Ｘは、液晶パネル３０Ｘから出射された光が投写レンズユニット１１０
に照射されるように、合成光（黄成分光Ｙｅ及び青成分光Ｂ２）を集光するレンズである
。
【００４３】
　ダイクロイックミラー６１、ダイクロイックミラー６２及びダイクロイックミラー６３
は、白色光源１０Ａから出射された光を分離する色分離手段である。
【００４４】
　第１実施形態では、ダイクロイックミラー６１は、青成分光Ｂ１を反射して、赤成分光
Ｒ、緑成分光Ｇ及び黄成分光Ｙｅを透過する。ダイクロイックミラー６２は、緑成分光Ｇ
を反射して、赤成分光Ｒ及び黄成分光Ｙｅを透過する。ダイクロイックミラー６３は、赤
成分光Ｒを反射して、黄成分光Ｙｅを透過する。
【００４５】
　反射ミラー７１、反射ミラー７２及び反射ミラー７３は、色分離手段によって分離され
た色成分光を反射して、各色成分光を色合成手段（クロスダイクロイックキューブ２０Ａ
又はＰＢＳキューブ２０Ｂ）側に導く。
【００４６】
　第１実施形態では、反射ミラー７１は、青成分光Ｂ１を反射して、青成分光Ｂ１をクロ
スダイクロイックキューブ２０Ａ側に導く。反射ミラー７２は、赤成分光Ｒを反射して、
赤成分光Ｒをクロスダイクロイックキューブ２０Ａ側に導く。反射ミラー７３は、黄成分
光Ｙｅ及び青成分光Ｂ２を反射して、黄成分光Ｙｅ及び青成分光Ｂ２をＰＢＳキューブ２
０Ｂ側に導く。
【００４７】
　導光部材８１は、液晶パネル３０Ｘから出射された合成光をＰＢＳキューブ２０Ｂ側に
導く柱状の光学部材である。導光部材８１は、液晶パネル３０Ｒ（液晶パネル３０Ｇ又は
液晶パネル３０Ｂ）から投写レンズユニット１１０までの光学距離と、液晶パネル３０Ｘ
から投写レンズユニット１１０までの光学距離とを調整する。
【００４８】
　第１実施形態では、ダイクロイックミラー４０、クロスダイクロイックキューブ２０Ａ
及びＰＢＳキューブ２０Ｂは、色分離手段（ダイクロイックミラー６１～ダイクロイック
ミラー６３）によって分離された色成分光（赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ、青成分光Ｂ１及び
黄成分光Ｙｅ）と、第２光源（固体光源１０Ｂ）が発する補色の色成分光（青成分光Ｂ２

）とを合成する色合成手段を構成する。
【００４９】
　具体的には、第１実施形態では、クロスダイクロイックキューブ２０Ａは、赤成分光Ｒ
と緑成分光Ｇと青成分光Ｂ１とを合成する第１合成素子を構成する。ダイクロイックミラ
ー４０は、第４色の色成分光（黄成分光Ｙｅ）と、補色の色成分光（青成分光Ｂ２）とを
合成する第２合成素子を構成する。ＰＢＳキューブ２０Ｂは、一の偏光方向（Ｐ偏光方向
）を有する色成分光（赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ及び青成分光Ｂ１）と、他の偏光方向（Ｓ
偏光方向）を有する色成分光（黄成分光Ｙｅ及び青成分光Ｂ２）とを合成する色合成素子
を構成する。
【００５０】
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（作用及び効果）
　第１実施形態に係る投写型映像表示装置１００（照明装置３００）によれば、白色光源
１０Ａが水銀を含む光源であり、固体光源１０Ｂが青成分光Ｂ２を発する光源である。こ
こで、水銀を含む光源としてＵＨＰランプなどが投写型映像表示装置１００で一般的に用
いられる。このような水銀を含む光源は、黄成分光Ｙｅを多く発する特性を有しているた
め、輝度向上のために黄成分光Ｙｅを利用することが効果的である。
【００５１】
　このような状況下において、第１実施形態では、白色光源１０Ａが発する白色光は、赤
成分光Ｒと緑成分光Ｇと青成分光Ｂ１と黄成分光Ｙｅとに分離される。また、黄成分光Ｙ
ｅに対する補色光である青成分光Ｂ２を発する固体光源１０Ｂが設けられている。これに
加えて、色合成手段（ダイクロイックミラー４０、クロスダイクロイックキューブ２０Ａ
及びＰＢＳキューブ２０Ｂ）は、色分離手段によって分離された色成分光と白色光源１０
Ａが発する色成分光とを合成する。
【００５２】
　従って、輝度向上などのために第４色の色成分光（黄成分光Ｙｅ）を利用する場合であ
っても、第４色の色成分光によってホワイトバランスが崩れてしまうこと（第１実施形態
では、白色の色温度が低下すること）を抑制することができる。また、ホワイトバランス
が崩れることを抑制するために各色成分光を変調する光変調素子から出射される光の光量
を減少させる必要もないため、白色光源１０Ａから出射される光を有効に利用することが
できる。
【００５３】
　第１実施形態に係る投写型映像表示装置１００（照明装置３００）によれば、液晶パネ
ル３０Ｘは、黄成分光Ｙｅ及び青成分光Ｂ２を含む合成光を変調する。すなわち、黄成分
光Ｙｅ及び青成分光Ｂ２が同じ変調量で変調されるため、ホワイトバランスを効率的かつ
容易に維持することができる。
【００５４】
　第１実施形態に係る投写型映像表示装置１００（照明装置３００）によれば、ＰＢＳキ
ューブ２０Ｂに入射する各色成分光は、Ｐ偏光方向を有する色成分光（赤成分光Ｒ、緑成
分光Ｇ及び青成分光Ｂ１）と、Ｓ偏光方向を有する色成分光（黄成分光Ｙｅ及び青成分光
Ｂ２）とである。ＰＢＳキューブ２０Ｂは、Ｐ偏光方向を有する色成分光とＳ偏光方向を
有する色成分光とを合成する。
【００５５】
　従って、ＰＢＳキューブ２０Ｂが合成する２つの色成分光が、同波長帯又は隣接波長帯
を有する色成分光を含む場合であっても、スクリーン２００上に投写される映像光（ＰＢ
Ｓキューブ２０Ｂから出射される合成光）の光量を低下させずに、各色成分光を合成する
ことができる。
【００５６】
［第２実施形態］
　以下において、第２実施形態について図面を参照しながら説明する。以下においては、
上述した第１実施形態と第２実施形態との相違点について主として説明する。
【００５７】
　具体的には、上述した第１実施形態では、単数の投写レンズユニット１１０が用いられ
ているが、第２実施形態では、複数の投写レンズユニット１１０が用いられる。
【００５８】
（照明装置の構成）
　以下において、第２実施形態に係る照明装置の概略構成について、図面を参照しながら
説明する。図４は、第２実施形態に係る照明装置３００の概略構成を示す図である。
【００５９】
　図４に示すように、照明装置３００は、複数の投写レンズユニット１１０（投写レンズ
ユニット１１０Ａ及び投写レンズユニット１１０Ｂ）を有する。これに伴って、４種類以
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上の色成分光を合成する必要がなくなるため、ＰＢＳキューブ２０Ｂが不要となることに
留意すべきである。
【００６０】
　また、ＰＢＳキューブ２０Ｂが不要となるため、各色成分光の偏光方向を調整する必要
性が軽減される。但し、スクリーン２００の種類に応じて、投写レンズユニット１１０Ａ
及び投写レンズユニット１１０Ｂに入射する色成分光の偏光方向は調整されていることが
好ましい。例えば、スクリーン２００が透過型である場合には、色成分光の偏光方向はＰ
偏光に調整されていることが好ましい。一方で、スクリーン２００が反射型である場合に
は、色成分光の偏光方向はＳ偏光に調整されていることが好ましい。
【００６１】
　第２実施形態では、投写レンズユニット１１０Ａ（第１投写レンズユニット）は、クロ
スダイクロイックキューブ２０Ａから出射される合成光（赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ及び青
成分光Ｂ１）をスクリーン２００に投写する。一方で、投写レンズユニット１１０Ｂ（第
２投写レンズユニット）は、液晶パネル３０Ｘから出射される合成光（黄成分光Ｙｅ及び
青成分光Ｂ２）をスクリーン２００に投写する。
【００６２】
　第２実施形態では、ダイクロイックミラー４０及びクロスダイクロイックキューブ２０
Ａは、色分離手段（ダイクロイックミラー６１～ダイクロイックミラー６３）によって分
離された色成分光（赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ、青成分光Ｂ１及び黄成分光Ｙｅ）と、第２
光源（固体光源１０Ｂ）が発する補色の色成分光（青成分光Ｂ２）とを合成する色合成手
段を構成する。
【００６３】
　具体的には、第２実施形態では、クロスダイクロイックキューブ２０Ａは、赤成分光Ｒ
と緑成分光Ｇと青成分光Ｂ１とを合成する第１合成素子を構成する。ダイクロイックミラ
ー４０は、第４色の色成分光（黄成分光Ｙｅ）と、補色の色成分光（青成分光Ｂ２）とを
合成する第２合成素子を構成する。
【００６４】
（作用及び効果）
　第２実施形態に係る投写型映像表示装置１００（照明装置３００）によれば、クロスダ
イクロイックキューブ２０Ａで合成された合成光を投写する投写レンズユニット１１０Ａ
が設けられており、ダイクロイックミラー４０で合成された合成光を投写する投写レンズ
ユニット１１０Ｂが設けられている。
【００６５】
　従って、単数の色合成部が合成する色成分光が３種類以下となるため、各液晶パネル３
０から投写レンズユニット１１０（投写レンズユニット１１０Ａ及び投写レンズユニット
１１０Ｂ）までの距離を、３種類の色成分光を利用する投写型映像表示装置と同様にする
ことができる。すなわち、投写レンズユニット１１０のバックフォーカスを長くする必要
がないため、３種類の色成分光を利用する投写型映像表示装置で用いられる投写レンズを
流用することができる。この結果、４種類以上の色成分光を利用する投写型映像表示装置
１００のコスト上昇を全体として抑制することができる。
【００６６】
　なお、ホワイトバランスが崩れること（ここでは、白色の色温度の低下）を抑制すると
いう第１実施形態と同様の効果を得ることができることは勿論である。
【００６７】
［第３実施形態］
　以下において、第３実施形態について図面を参照しながら説明する。以下においては、
上述した第１実施形態と第３実施形態との相違点について主として説明する。
【００６８】
　具体的には、上述した第１実施形態では、固体光源１０Ｂが発する青成分光Ｂ２は黄成
分光Ｙｅと合成されるが、第３実施形態では、固体光源１０Ｂが発する青成分光Ｂ２は青
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成分光Ｂ１と合成される。
【００６９】
（照明装置の構成）
　以下において、第３実施形態に係る照明装置の概略構成について、図面を参照しながら
説明する。図５は、第３実施形態に係る照明装置３００の概略構成を示す図である。
【００７０】
　図５に示すように、照明装置３００は、ダイクロイックミラー４０に代えて、バンドパ
スダイクロイックミラー１４０を有する。また、照明装置３００は、液晶パネル３０Ｘに
代えて、黄成分光Ｙｅを変調する液晶パネル３０Ｙｅを有する。
【００７１】
　バンドパスダイクロイックミラー１４０は、白色光源１０Ａが発する光から分離された
青成分光Ｂ１及び固体光源１０Ｂが発する青成分光Ｂ２を合成する。具体的には、バンド
パスダイクロイックミラー１４０は、図６に示すように、固体光源１０Ｂが発する青成分
光Ｂ２のみを透過し、他の色成分光を反射する。
【００７２】
　なお、第３実施形態では、所定帯域幅においては、固体光源１０Ｂが発する青成分光Ｂ

２の光量が、白色光源１０Ａが発する光から分離された青成分光Ｂ１の光量よりも多いこ
とを前提としていることに留意すべきである。
【００７３】
　このように、所定帯域幅においては、固体光源１０Ｂが発する青成分光Ｂ２を用いて、
他の帯域においては、白色光源１０Ａが発する光から分離された青成分光Ｂ１を用いるた
め、バンドパスダイクロイックミラー１４０によって合成された合成光（青成分光Ｂ１及
び青成分光Ｂ２）の光量は、青成分光Ｂ１のみの光量よりも高い。
【００７４】
　ここで、液晶パネル３０Ｙｅから出射された黄成分光Ｙｅの波長帯は、クロスダイクロ
イックキューブ２０Ａから出射された緑成分光Ｇの波長帯と赤成分光Ｒの波長帯との間に
挟まれる。従って、ＰＢＳキューブ２０Ｂが用いられることに留意すべきである。
【００７５】
　第３実施形態では、クロスダイクロイックキューブ２０Ａに入射する赤成分光Ｒ、緑成
分光Ｇ、青成分光Ｂ１及び青成分光Ｂ２の偏光方向は、それぞれ、Ｓ偏光、Ｐ偏光、Ｓ偏
光及びＳ偏光に調整されている。従って、クロスダイクロイックキューブ２０Ａから出射
する赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ、青成分光Ｂ１及び青成分光Ｂ２の偏光方向は、それぞれ、
Ｓ偏光、Ｐ偏光、Ｓ偏光及びＳ偏光である。
【００７６】
　これに伴って、偏光方向調整手段２８（位相差板又は狭帯域位相差板）は、クロスダイ
クロイックキューブ２０Ａから出射された合成光（赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ、青成分光Ｂ

１及び青成分光Ｂ２）の偏光方向を選択的にＰ偏光に調整する。具体的には、上述したよ
うに、クロスダイクロイックキューブ２０Ａから出射する赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ、青成
分光Ｂ１及び青成分光Ｂ２がＳ偏光、Ｐ偏光、Ｓ偏光及びＳ偏光である場合には、偏光方
向調整手段２８は、緑成分光Ｇの偏光方向を回転させずに、赤成分光Ｒ、青成分光Ｂ１及
び青成分光Ｂ２の偏光方向を９０°回転させる狭帯域位相差板である。
【００７７】
　一方で、液晶パネル３０Ｙｅから出射された黄成分光Ｙｅの偏光方向は、偏光方向を調
整する偏光方向調整手段（位相差板）などによってＳ偏光に調整されている。なお、黄成
分光Ｙｅの偏光方向が予めＳ偏光に調整されている場合には、偏光方向調整手段が不要で
あることは勿論である。
【００７８】
　また、照明装置３００は、反射ミラー７１～反射ミラー７３に代えて、反射ミラー１７
１、反射ミラー１７２及び反射ミラー１７３を有する。
【００７９】



(11) JP 2008-185992 A 2008.8.14

10

20

30

40

50

　反射ミラー１７１、反射ミラー１７２及び反射ミラー１７３は、色分離手段によって分
離された色成分光を反射して、各色成分光を色合成手段側に導く。第３実施形態では、反
射ミラー１７１及び反射ミラー１７２は、黄成分光Ｙｅを反射して、黄成分光ＹｅをＰＢ
Ｓキューブ２０Ｂ側に導く。反射ミラー１７３は、赤成分光Ｒを反射して、赤成分光Ｒを
クロスダイクロイックキューブ２０Ａ側に導く。
【００８０】
　第３実施形態では、バンドパスダイクロイックミラー１４０、クロスダイクロイックキ
ューブ２０Ａ及びＰＢＳキューブ２０Ｂは、色分離手段（ダイクロイックミラー６１～ダ
イクロイックミラー６３）によって分離された色成分光（赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ、青成
分光Ｂ１及び黄成分光Ｙｅ）と、第２光源（固体光源１０Ｂ）が発する補色の色成分光（
青成分光Ｂ２）とを合成する色合成手段を構成する。
【００８１】
　具体的には、ＰＢＳキューブ２０Ｂは、一の偏光方向（Ｐ偏光方向）を有する色成分光
（赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ、青成分光Ｂ１及び青成分光Ｂ２）と、他の偏光方向（Ｓ偏光
方向）を有する色成分光（黄成分光Ｙｅ）とを合成する色合成素子を構成する。
【００８２】
（作用及び効果）
　第３実施形態に係る投写型映像表示装置１００（照明装置３００）によれば、白色光源
１０Ａが発する白色光は、赤成分光Ｒと緑成分光Ｇと青成分光Ｂ１と黄成分光Ｙｅとに分
離される。また、黄成分光Ｙｅに対する補色光である青成分光Ｂ２を発する固体光源１０
Ｂが設けられている。これに加えて、色合成手段（バンドパスダイクロイックミラー１４
０、クロスダイクロイックキューブ２０Ａ及びＰＢＳキューブ２０Ｂ）は、色分離手段に
よって分離された色成分光と白色光源１０Ａが発する色成分光とを合成する。
【００８３】
　すなわち、第１実施形態と異なる構成において、輝度向上などのために第４色の色成分
光（黄成分光Ｙｅ）を利用する場合であっても、第４色の色成分光によってホワイトバラ
ンスが崩れること（ここでは、白色の色温度が低下すること）を抑制することができる。
また、各色成分光を変調する光変調素子の変調量を調整する必要もないため、ホワイトバ
ランスを容易に維持することができる。
【００８４】
　第３実施形態に係る投写型映像表示装置１００（照明装置３００）によれば、ＰＢＳキ
ューブ２０Ｂに入射する各色成分光は、Ｐ偏光方向を有する色成分光（赤成分光Ｒ、緑成
分光Ｇ、青成分光Ｂ１及び青成分光Ｂ２）と、Ｓ偏光方向を有する色成分光（黄成分光Ｙ
ｅ）とである。ＰＢＳキューブ２０Ｂは、Ｐ偏光方向を有する色成分光とＳ偏光方向を有
する色成分光とを合成する。
【００８５】
　すなわち、第１実施形態と異なる構成において、ＰＢＳキューブ２０Ｂが合成する２つ
の色成分光が、同波長帯又は隣接波長帯を有する色成分光を含む場合であっても、スクリ
ーン２００上に投写される映像光（ＰＢＳキューブ２０Ｂから出射される合成光）の光量
を低下させずに、各色成分光を合成することができる。
【００８６】
［第４実施形態］
　以下において、第４実施形態について図面を参照しながら説明する。以下においては、
上述した第１実施形態と第４実施形態との相違点について主として説明する。
【００８７】
　具体的には、上述した第１実施形態では、３種類の色成分光を利用する投写型映像表示
装置に比べて、各液晶パネル３０から投写レンズユニット１１０までの距離が長い。これ
に対して、第４実施形態では、各液晶パネル３０から投写レンズユニット１１０までの距
離が、３種類の色成分光を利用する投写型映像表示装置と同等である。
【００８８】
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　第４実施形態では、これを実現するために、複数のレンズ群によって構成される中間結
像ユニットが用いられる。
【００８９】
（照明装置の構成）
　以下において、第４実施形態に係る照明装置の概略構成について、図面を参照しながら
説明する。図７は、第４実施形態に係る照明装置３００の概略構成を示す図である。
【００９０】
　図７に示すように、照明装置３００は、複数のレンズ群（レンズ９１～レンズ９５）に
よって構成される中間結像ユニット９０を有する。また、照明装置３００は、クロスダイ
クロイックキューブ２０Ａ及びＰＢＳキューブ２０Ｂに代えて、ダイクロイックキューブ
１２０Ａ及びクロスダイクロイックキューブ１２０Ｂを有する。
【００９１】
　中間結像ユニット９０は、ダイクロイックキューブ１２０Ａとクロスダイクロイックキ
ューブ１２０Ｂとの間において、ダイクロイックキューブ１２０Ａから出射された合成光
の光路上に設けられている。中間結像ユニット９０は、ダイクロイックキューブ１２０Ａ
で合成される色成分光を変調する液晶パネル３０（液晶パネル３０Ｒ及び液晶パネル３０
Ｘ）の像を位置３５に結像する。
【００９２】
　ダイクロイックキューブ１２０Ａは、ダイクロイック面１２１Ａによって、液晶パネル
３０Ｒから出射される赤成分光Ｒと、液晶パネル３０Ｘから出射される合成光（黄成分光
Ｙｅ及び青成分光Ｂ２）とを合成する。具体的には、ダイクロイック面１２１Ａは、赤成
分光Ｒを反射して、黄成分光Ｙｅ及び青成分光Ｂ２を透過する。
【００９３】
　クロスダイクロイックキューブ１２０Ｂは、ＰＢＳ面１２１Ｂ及びダイクロイック面１
２２Ｂによって、液晶パネル３０Ｇから出射された緑成分光Ｇと、液晶パネル３０Ｂから
出射された青成分光Ｂ１と、ダイクロイックキューブ１２０Ａから出射された合成光（赤
成分光Ｒ、黄成分光Ｙｅ及び青成分光Ｂ２）とを合成する。
【００９４】
　ここで、クロスダイクロイックキューブ１２０Ｂに入射する緑成分光Ｇ及び青成分光Ｂ

１の偏光方向は、偏光方向調整手段（位相差板や狭帯域位相差板）によってＰ偏光に調整
されている。一方で、クロスダイクロイックキューブ１２０Ｂに入射する赤成分光Ｒ、黄
成分光Ｙｅ及び青成分光Ｂ２の偏光方向は、偏光方向調整手段（位相差板や狭帯域位相差
板）によってＳ偏光に調整されている。
【００９５】
　ダイクロイック面１２２Ｂは、緑成分光Ｇ及び青成分光Ｂ１を反射して、赤成分光Ｒ及
び黄成分光Ｙｅを透過するという波長依存性を有する。また、ダイクロイック面１２２Ｂ
は、Ｓ偏光の色成分光を透過しやすく、Ｐ偏光の色成分光を透過しにくいという偏光依存
特性を有する。
【００９６】
　従って、Ｐ偏光を有する青成分光Ｂ１は、ＰＢＳ面１２１Ｂを透過して、ダイクロイッ
ク面１２２Ｂで反射される。一方で、Ｓ偏光を有する青成分光Ｂ２は、ダイクロイック面
１２２Ｂを透過して、ＰＢＳ面１２１Ｂで反射される。
【００９７】
　また、照明装置３００は、ダイクロイックミラー６１～ダイクロイックミラー６３に代
えて、ダイクロイックミラー１６１～ダイクロイックミラー１６３を有する。
【００９８】
　ダイクロイックミラー１６１～ダイクロイックミラー１６３は、ダイクロイックミラー
６１～ダイクロイックミラー６３と同様に、白色光源１０Ａから出射された光を分離する
色分離手段である。
【００９９】
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　第４実施形態では、ダイクロイックミラー１６１は、赤成分光Ｒ及び黄成分光Ｙｅを反
射して、緑成分光Ｇ及び青成分光Ｂ１を透過する。ダイクロイックミラー１６２は、黄成
分光Ｙｅを反射して、赤成分光Ｒを透過する。ダイクロイックミラー１６３は、緑成分光
Ｇを反射して、青成分光Ｂ１を透過する。
【０１００】
　また、照明装置３００は、反射ミラー７１～反射ミラー７３に代えて、反射ミラー２７
１～反射ミラー２７４を有する。
【０１０１】
　反射ミラー２７１～反射ミラー２７４は、反射ミラー７１～反射ミラー７３と同様に、
色分離手段によって分離された色成分光を反射して、各色成分光を色合成手段（ダイクロ
イックミラー４０又はクロスダイクロイックキューブ１２０Ｂ）側に導く。
【０１０２】
　第４実施形態では、反射ミラー２７１は、青成分光Ｂ１を反射してクロスダイクロイッ
クキューブ１２０Ｂ側に導く。反射ミラー２７２は、黄成分光Ｙｅを反射してダイクロイ
ックミラー４０側に導く。反射ミラー２７３は、緑成分光Ｇを反射してクロスダイクロイ
ックキューブ１２０Ｂ側に導く。反射ミラー２７４は、中間結像ユニット９０から出射さ
れた合成光（赤成分光Ｒ、黄成分光Ｙｅ及び青成分光Ｂ２）を反射してクロスダイクロイ
ックキューブ１２０Ｂ側に導く。
【０１０３】
　第４実施形態では、ダイクロイックミラー４０、ダイクロイックキューブ１２０Ａ及び
クロスダイクロイックキューブ１２０Ｂは、色分離手段（ダイクロイックミラー１６１～
ダイクロイックミラー１６３）によって分離された色成分光（赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ、
青成分光Ｂ１及び黄成分光Ｙｅ）と、第２光源（固体光源１０Ｂ）が発する補色の色成分
光（青成分光Ｂ２）とを合成する色合成手段を構成する。
【０１０４】
　具体的には、第４実施形態では、クロスダイクロイックキューブ１２０Ｂは、赤成分光
Ｒと緑成分光Ｇと青成分光Ｂ１とを合成する第１合成素子を構成する。ダイクロイックミ
ラー４０は、第４色の色成分光（黄成分光Ｙｅ）と、補色の色成分光（青成分光Ｂ２）と
を合成する第２合成素子を構成する。クロスダイクロイックキューブ１２０Ｂは、一の偏
光方向（Ｐ偏光方向）を有する色成分光（緑成分光Ｇ）と、他の偏光方向（Ｓ偏光方向）
を有する色成分光（赤成分光Ｒ、黄成分光Ｙｅ及び青成分光Ｂ２）とを合成する色合成素
子を構成する。
【０１０５】
（作用及び効果）
　第４実施形態に係る投写型映像表示装置１００（照明装置３００）によれば、中間結像
ユニット９０は、ダイクロイックキューブ１２０Ａで合成される色成分光を変調する光変
調素子（液晶パネル３０Ｒ及び液晶パネル３０Ｘ）の像を、クロスダイクロイックキュー
ブ１２０Ｂの入射面（位置３５）に略結像する。
【０１０６】
　従って、ダイクロイックキューブ１２０Ａで合成される色成分光を変調する光変調素子
（液晶パネル３０Ｒ及び液晶パネル３０Ｘ）から投写レンズユニット１１０までの距離を
、クロスダイクロイックキューブ１２０Ｂで合成される色成分光を変調する光変調素子（
液晶パネル３０Ｇ及び液晶パネル３０Ｂ）から投写レンズユニット１１０までの距離と擬
似的に同じにすることができる。
【０１０７】
　すなわち、投写レンズユニット１１０のバックフォーカスを長くする必要がないため、
３種類の色成分光を利用する投写型映像表示装置で用いられる投写レンズを流用すること
ができる。この結果、４種類以上の色成分光を利用する投写型映像表示装置１００のコス
ト上昇を全体として抑制することができる。
【０１０８】
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　なお、ホワイトバランスが崩れること（ここでは、白色の色温度の低下）を抑制すると
いう第１実施形態と同様の効果を得ることができることは勿論である。
【０１０９】
［第５実施形態］
　以下において、第５実施形態について図面を参照しながら説明する。以下においては、
上述した第１実施形態と第５実施形態との相違点について主として説明する。
【０１１０】
　具体的には、上述した第１実施形態では、青成分光Ｂ２及び黄成分光Ｙｅが合成された
合成光は、液晶パネル３０Ｘによって変調された後において、他の液晶パネル３０に入射
せずに、投写レンズユニット１１０に導かれる。
【０１１１】
　これに対して、第５実施形態では、青成分光Ｂ２及び黄成分光Ｙｅが合成された合成光
は、光変調素子によって変調された後において、他の液晶パネル３０に入射する。
【０１１２】
（照明装置の構成）
　以下において、第５実施形態に係る照明装置の概略構成について、図面を参照しながら
説明する。図８は、第５実施形態に係る照明装置３００の概略構成を示す図である。
【０１１３】
　図８に示すように、照明装置３００は、クロスダイクロイックキューブ２０Ａ及びＰＢ
Ｓキューブ２０Ｂに代えて、ダイクロイックミラー２２０Ａ及びクロスダイクロイックキ
ューブ２２０Ｂを有する。また、照明装置３００は、液晶パネル３０Ｘに代えて、光変調
素子３１Ｘを有する。
【０１１４】
　光変調素子３１Ｘは、青成分光Ｂ２及び黄成分光Ｙｅが合成された合成光を変調する。
ここで、光変調素子３１Ｘの解像度は、他の液晶パネル３０（液晶パネル３０Ｒ、液晶パ
ネル３０Ｇ及び液晶パネル３０Ｂ）の解像度よりも低くてもよい。光変調素子３１Ｘから
出射された合成光は液晶パネル３０Ｒに入射する。
【０１１５】
　ダイクロイックミラー２２０Ａは、光変調素子３１Ｘから出射された合成光（青成分光
Ｂ２及び黄成分光Ｙｅ）と赤成分光Ｒとを合成する。具体的には、ダイクロイックミラー
２２０Ａは、赤成分光Ｒを反射して、青成分光Ｂ２及び黄成分光Ｙｅを透過する。ダイク
ロイックミラー２２０Ａで合成された赤成分光Ｒ、黄成分光Ｙｅ及び青成分光Ｂ２は液晶
パネル３０Ｒに入射する。
【０１１６】
　ここで、液晶パネル３０Ｒは、黄成分光Ｙｅ及び青成分光Ｂ２を赤成分光Ｒとともに変
調することに留意すべきである。
【０１１７】
　クロスダイクロイックキューブ２２０Ｂは、ＰＢＳ面２２１Ｂ及びダイクロイック面２
２２Ｂによって、液晶パネル３０Ｇから出射された緑成分光Ｇと、液晶パネル３０Ｂから
出射された青成分光Ｂ１と、液晶パネル３０Ｒから出射された合成光（赤成分光Ｒ、黄成
分光Ｙｅ及び青成分光Ｂ２）とを合成する。
【０１１８】
　ここで、クロスダイクロイックキューブ２２０Ｂに入射する緑成分光Ｇ及び青成分光Ｂ

１の偏光方向は、偏光方向調整手段（位相差板や狭帯域位相差板）によってＰ偏光に調整
されている。一方で、クロスダイクロイックキューブ２２０Ｂに入射する赤成分光Ｒ、黄
成分光Ｙｅ及び青成分光Ｂ２の偏光方向は、偏光方向調整手段（位相差板や狭帯域位相差
板）によってＳ偏光に調整されている。
【０１１９】
　ダイクロイック面２２２Ｂは、緑成分光Ｇ及び青成分光Ｂ１を反射して、赤成分光Ｒ及
び黄成分光Ｙｅを透過するという波長依存性を有する。また、ダイクロイック面２２２Ｂ
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は、Ｓ偏光の色成分光を透過しやすく、Ｐ偏光の色成分光を透過しにくいという偏光依存
特性を有する。
【０１２０】
　従って、Ｐ偏光を有する青成分光Ｂ１は、ＰＢＳ面２２１Ｂを透過して、ダイクロイッ
ク面２２２Ｂで反射される。一方で、Ｓ偏光を有する青成分光Ｂ２は、ダイクロイック面
２２２Ｂを透過して、ＰＢＳ面２２１Ｂで反射される。
【０１２１】
　第５実施形態では、ダイクロイックミラー４０、ダイクロイックミラー２２０Ａ及びク
ロスダイクロイックキューブ２２０Ｂは、色分離手段（ダイクロイックミラー６１～ダイ
クロイックミラー６３）によって分離された色成分光（赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ、青成分
光Ｂ１及び黄成分光Ｙｅ）と、第２光源（固体光源１０Ｂ）が発する補色の色成分光（青
成分光Ｂ２）とを合成する色合成手段を構成する。
【０１２２】
　具体的には、第５実施形態では、クロスダイクロイックキューブ２２０Ｂは、赤成分光
Ｒと緑成分光Ｇと青成分光Ｂ１とを合成する第１合成素子を構成する。ダイクロイックミ
ラー４０は、第４色の色成分光（黄成分光Ｙｅ）と、補色の色成分光（青成分光Ｂ２）と
を合成する第２合成素子を構成する。クロスダイクロイックキューブ２２０Ｂは、一の偏
光方向（Ｐ偏光方向）を有する色成分光（赤成分光Ｒ、緑成分光Ｇ及び青成分光Ｂ１）と
、他の偏光方向（Ｓ偏光方向）を有する色成分光（黄成分光Ｙｅ及び青成分光Ｂ２）とを
合成する色合成素子を構成する。
【０１２３】
（作用及び効果）
　第５実施形態に係る投写型映像表示装置１００（照明装置３００）によれば、光変調素
子３１Ｘから出射された色成分光（黄成分光Ｙｅ及び青成分光Ｂ２）は、赤成分光Ｒに重
畳されてダイクロイックミラー２２０Ａに入射する。従って、４種類以上の色成分光を利
用する場合であっても、ダイクロイックミラー２２０Ａに入射する色成分光は３種類であ
る。
【０１２４】
　すなわち、投写レンズユニット１１０のバックフォーカスを長くする必要がないため、
３種類の色成分光を利用する投写型映像表示装置で用いられる投写レンズを流用すること
ができる。この結果、４種類以上の色成分光を利用する投写型映像表示装置１００のコス
ト上昇を全体として抑制することができる。
【０１２５】
　なお、ホワイトバランスが崩れること（ここでは、白色の色温度の低下）を抑制すると
いう第１実施形態と同様の効果を得ることができることは勿論である。
【０１２６】
［その他の実施形態］
　本発明は上述した実施形態によって説明したが、この開示の一部をなす論述及び図面は
、この発明を限定するものであると理解すべきではない。この開示から当業者には様々な
代替実施形態、実施例及び運用技術が明らかとなろう。
【０１２７】
　例えば、上述した実施形態では、第４色の色成分光として黄成分光Ｙｅを用いるととも
に、第４色に対する補色の色成分光として青成分光Ｂ２を用いているが、これに限定され
るものではない。具体的には、第４色の色成分光としてシアン成分光を用いて、第４色に
対する補色の色成分光として赤成分光Ｒを用いてもよい。同様に、第４色の色成分光とし
てマゼンタ成分光を用いて、第４色に対する補色の色成分光として緑成分光Ｇを用いても
よい。
【図面の簡単な説明】
【０１２８】
【図１】第１実施形態に係る投写型映像表示装置１００の概略を示す図である。
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【図２】第１実施形態に係る色再現範囲の概略を示す図である。
【図３】第１実施形態に係る照明装置３００の概略構成を示す図である。
【図４】第２実施形態に係る照明装置３００の概略構成を示す図である。
【図５】第３実施形態に係る照明装置３００の概略構成を示す図である。
【図６】第３実施形態に係るバンドパスダイクロイックミラー１４０を説明するための図
である。
【図７】第４実施形態に係る照明装置３００の概略構成を示す図である。
【図８】第５実施形態に係る照明装置３００の概略構成を示す図である。
【符号の説明】
【０１２９】
　１０Ａ・・・白色光源、１０Ｂ・・・固体光源、２０Ａ・・・クロスダイクロイックキ
ューブ、２０Ｂ・・・ＰＢＳキューブ、２１Ａ・・・ダイクロイック面、２１Ｂ・・・Ｐ
ＢＳ面、２２Ａ・・・ダイクロイック面、２８・・・偏光方向調整手段、３０・・・液晶
パネル、３１Ｘ・・・光変調素子、３５・・・位置、４０・・・ダイクロイックミラー、
５０・・・レンズ、６１～６３・・・ダイクロイックミラー、７１～７３・・・反射ミラ
ー、８１・・・導光部材、９０・・・中間結像ユニット、９１～９５・・・レンズ、１０
０・・・投写型映像表示装置、１１０・・・投写レンズユニット、１２０Ａ・・・ダイク
ロイックキューブ、１２０Ｂ・・・クロスダイクロイックキューブ、１２１Ａ・・・ダイ
クロイック面、１２１Ｂ・・・ＰＢＳ面、１２２Ｂ・・・ダイクロイック面、１４０・・
・バンドパスダイクロイックミラー、１６１～１６３・・・ダイクロイックミラー、１７
１～１７３・・・反射ミラー、２００・・・スクリーン、２２０Ａ・・・ダイクロイック
ミラー、２２０Ｂ・・・クロスダイクロイックキューブ、２２１Ｂ・・・ＰＢＳ面、２２
２Ｂ・・・ダイクロイック面、２７１～２７４・・・反射ミラー、３００・・・照明装置

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】



(19) JP 2008-185992 A 2008.8.14

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 2H088 EA15  HA13  HA20  HA21  HA24  HA28  MA05  MA06 
　　　　 　　  2K103 AA01  AA05  AA16  AB02  BA02  BC08  BC09  BC11  BC15  CA14 
　　　　 　　        CA15  CA25  CA26 
　　　　 　　  5C060 EA01  HC01  HC19  HC21  JB06 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

